
F 
J 

中央日本特に越前・加賀雨園に於ける古来の地震活動一一武者金吉

中央日本持に越前・加賀雨閣にJぞける古来の地震活動
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1. 越前及び加賀VL於げる地震，噴火並に地受年表
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本年表は増訂大日本地震史料，気象要覧，其他より比較的著し山地震を採録じ，共等を年代順陀

配列したものである。主なる地震jてついては筆・者の愚見が些か述えであるが，とれば所謂蛇足であ

る。法ほ噴・火・山崩・地と・陸地の慢性的隆起をも併せ掲げてある。此等の現象と地震活動との問

には密接な関係が存在すると筆者は信ずるからである。
き啄

越加爾図は共の位置が奮帝都の地に比較的近接して居るにも拘らず，近世に至、るまで殆ど杢く地

震の記録がない。康手口元竿4月5日(1099)越中・越後・加賀・能登大地震は唯一D例外であるが，

.詳細は皆目分らない。しかもとの地震記事は僅かに岩代園舎津塔寺(とうでら)八幡宮の記録にの

み見出される:のであるから軽々しく信F討するととは出来ぬ。天王13年11月29日(1586)の大地震D

如きは，中部地方より近畿にかけて甚大抵る被害を生じた大規模地震であるから，越加雨園にも被

害があった筈であるが，未だ共の史料は議見せられない。斯くのま口く近世以前に於けるとの地域の

地震史は全く暗黒と云ってよい@

('1 ) 仁詩3年10月一(853一一)白山噴火?との月朝廷より白山比吟紳に従三位を授けられた。

とれ噴火を緩めるためでは注かったか。新かる例は他の火山の活動の場合に往々ある。

(2)ー貞観元年1月一(859一一)白山噴火?との月朝廷より白山の神に正三位を授けた事より捻

察する。 6年の後重ねて叙位のあったのは活動が容易に鯵熔したかった震であらう。阿蘇火

山の紳の如きは同じ理由により承和7年(840)より貞観6年(864)に至る24年間に従四位上よ

り正二位にt、った。

(3 ) 康和元年4月'5日(1099V3)越中・越後・加賀・能登大地震..1:記。如く詳細不明。

(4 ) 文麿元年1月27日(1234M5)加賀地震。自余震おり。

(5) 延膝元年一一(1239一一)白山噴・火。千歳池及び附近の小火口より噴・火したと云ふ。

(6.) 天文16年2月3日 (1547m4 )白山噴火。 9月に至るまで活動終熔せず。山麓に地獄を生

ず。

(7 )恥天文23竿一一(1554一一)白山噴火。降爽悪夢じく，飛弾白川谷に於ては五穀一切費らず。翌

々宇陀至り漸ぐ鎮静す。
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2 験 震 時 ， 。号事

(8) 天正7年8月27日(1579IX 27)白山噴火。地獄谷より噴火し，祉壇及び神瞳焼失す。、
(9) 天正13~11月，29 日 (1586118)飛弾・越中・美濃・尾張・三河・近江等に甚大なる被害を生

巴た本地震。越前・加賀にも被害があヲたと考へられるから愛に掲げる。被害欣況の概要を

記せば，飛弾白川谷D保木脇では大山崩を生巴，ために蹄雲LU城埋没，城主内島氏理以ド多

数If!死。山崩のため「白川堰止められ，庄川水混ぜざるとと約初日，白川谷全部にて倒潰或は

埋淡300飴戸。越中木措城(高岡市の南西方にあった)にて城主前田秀縫以下多数麗死。美

濃大垣潰家移しく，其δ上出火，城中1家も残らず;境失。尾張長島もまた被害大0;三河岡崎

城破損。近江主ミ演にて城主山内一豊の幼女を始め数十P人医苑を途ぐo

との地震は共規模頗る雄大，而して時惰も白山火山の活動中に殻し(1)，飛開白川谷工1J$川

下流域に至る地帯に於て特に著しいー被害があった。此等乃貼より考ふるに，との地震?士共つ

規模に於て明治2壬宇濃尾地震と伯仲。間にあり，而Lて震源地J士白山D附近なるべく，恐ら

く美浪長良Jflと流より白][1谷?総て庄J[j流域に連防断層系と密接な関係を有する地震防毒 、

んと愚考する。 (2)との断層系は地形土には飛弾白鳥より美濃八幡附近院至る延長約20kJllり

断層崖として現はれて居る!と過ぎないが，筆者は共7)北J;延長が白川谷を終て越中!疋達して

居ると推測するo

(10) 慶長4年一一(1599プー)白山鳴動。

(11) 元手口 8 年春 (1~~2一一)越前足沼山鳴動。

(12) 寛永16ff，11月一(1639一一)越前地震。北ノ庄(現在。紹井市)の城破損。共他不明e

(， (13) 寛永17年10月110日(16壬oXI 23)加賀大型寺地震。潰家並に苑傷ありの

(14) 慶ヨ足元年4月27日(16壬8VI 18)越前地震。強震程度ならんか。

(15) 背治2年2月晦日(1659IV 21)白山噴火。鳴動降茨。

(1) 貞享元宇一一(1684一一)越前阿胡山鳴動。

る

(17) 元株2年7月16日(1689VIII 30)加賀金保卯辰山崩れ，浅野川を堰止む。死者3人6

(1)火山の活動期に際して其の附近より犬地震を裂をするととが往々ある。明和3年(1766)津軽犬地震と明和
7年(1770)の岩木火山の噴火，天明3年(1783)-':'文化4年く1807)の同火山り活動と寛政4年く1793)の商浄

樫大地震，天長年間(824-833)の鳥海火山の噴火と嘉静3年(850)出現犬地震，寛政12年く]800)の同火山

の噴火と文化元年仁1804)象潟大地震の如きは其の例。まT苦海道沖南海道沖大地翼の前或は後に富士火山

摺に麗する火山ポ活動する傾向が見られる。

(2)本文の一部を地震事合第2回研究袈表舎にて講演じたる際，河角博士より震央-を白JII谷と推定ナる事に

御注意があった。或は同日大垣附涯と白'J11谷の2箇所から大地震を裂したのかも知れぬ。腕く考へれほ大
ノ

垣・長潰等の被害が無理なく説明せられるやうに思はれる。新る例は他にもあって，故今村博士によれ

ば， 19初年8)]17日パルパライソ及びアラスカの地震は30分の差を以て起り，昭和1445月1，日の男蕗宇

島地震は双子地震で時差1分44秒，また明治以前の地震では，安政5年2月26日の飛弾及び越中地震が時

差約2時間，賀永4年の大地震は数分の間隔をおいて東海道沖と南海道沖より裂し，慶長9王手の大地震も

同様に同日に2回の大地震が裂したりであり，永亨5iJ!9)]16日鎌倉又び合津の地震は相模穏と合津とか

ら各々酸壊的地震を裂したのであると云ふ。(未刊本邦大地震大翻による〉
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(18) 元総4年一一(1691一一)加賀大型寺地震。演家を生ず。

(19) 元蘇12ギ12月23日(1700II 10)金湾:9f1辰山崩れヶ-浅野川を堰Jl:-..む。家屋若干倒潰。死者310

(20) 元禄13~手 2 月 2 日 (1700 現 22)金津卯反山腐る。死傷恋し。

(21)¥元禄13宇]1月一(1700一一)越前地震。被害は伝かったらし‘ハ。

(22) ，賓永4年}O月4日(1707X28)束海道沖と南海道沖とから殆ど同時に渡した豆大なる双子

地震。有名設大地震なる故杢般の被害ば略す。カ日越爾閣では加賀犬聖寺に於て多くの潰家同

び破損~(を生じイ旦し宛者はなかったととが知られて居る.のみであるが，他に伊恨めし主題害が

あったととであらう。

(23) 正徳2年一一(1712一一)越前勝山領山崩・村落破!安，宛L苦を生ず。

(24) 享保10竿5月7日(1725VI 17)加賀小松地震。城ο石垣，滅等破損。

(25) 享保11年3月19日(1726IV 20)越前勝山附近山崩。、荒島岳J豊原，卒泉ブ〉山，並に小山谷

島川谷存続く山~ 3月M日夜よ D鳴勃， 18日に至D鳴動愈々産しく， 19日途に崩壊，人家約

150戸潰れ，宛者170徐，同j也の被害約I高石に達じた。

(26) 天文3年6月2日(1738VII 18)金津:9fJ辰山崩れ，家茂る。

(27) 寛保3年5月一(1743一一)加賀河北郡池テ原村(加賀?能登・越中3閣の図境附近)，5Ef 

24--25日頃より地面脅jれ損じ，高低を生じ，農家5戸大破，他の1号戸は屋敷割れ損じのため

、破損，田地割れ高低を生じたるため水もたず，田畑の割れ損じは村より北及び図。万に多か弘

った。また折々地鳴があてコた。

(28) 鱗 3昨月 5日(1750盟12)金深刻J辰山崩れ，人家政戸渋るの
、

(29) 震!苔2年2月初日(1752IV 9)金津地震。強震程度が。

(30) 資暦2年春 (1752一一)加賀河北郡池ナ原村にて地問或は{尽くたり或は主主 tりえ日々地の

うねる.とと結中陀坐すが如く，斯くの如きとと 70~80 日に及ぶ。位氏恐怖し;哀を拾て L 逃

る。

(31) 賓暦9年5月21日(1759VI15)金路地震。天水稲の水あふる O

(32) 賓暦11年7月3日(1761咽3)金津卯辰山崩る。

(33) 明和2年8月14日(1765IX28)加賀山代溜.泉。山鳴動，地割を生ずσ

(3) ，高松潟は現在の地闘では見常らず。金津の北方高松町附涯の低J'U!が其の跡t.J:らんか。r震災濠防調査報告

μ 第38韓に神保博士のヨたの詑事あり。“金津匿の橋本技師について聞くに昔河北潟に島を生ぜしととありと

云ふ"。河北潟にも援の現象があったのか，或け高松掲の誤りか，詑して後考を侠つ。同様の現象の類例

は筆者の知れるもののみにでも次の3例ある。。

寛文4年8月8日く1664IX 27)和泉堺浦にー島を生ず。

元和元年そく1681)蝦夷上国天河々口陸地えなる。

元文2年7月29日，(1737vxn 25)同渡島園江差に突然洲を生ず。

一3~ -
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(34) 明和5年1月一(1768一一)加賀河北郡高松潟に中洲を生ず。

思ふに地盤。緩漫なる隆起ならんか。(!l)

(35) 天明2年4月20日(1782V31)金海地震。鉢の水とぽる。、

(36) 天明6年11月7日(1786>>127)金津地震。産婦鷲き死したるものあり。

(37)'寛政2年8月12日(1790IX 20)金津地震。前者と共に弱震程度か。

(38) 寛政11竿 5月26日(1799VI 29)金津地震。との地震b49年前どりとの地方に数回の強震弱

震を護し，また卯辰山屡々崩れ，池ク原村にはご団地と起り， 31年初には高松潟に中洲を生

ずる怒e.'，との地方の地下活動は活気を呈しで来たが，との日比至り破愛的地震の稜現を見

た。上下動著しく，屋根石が1尺も飛土ったと云ふ。地脅jは慮々に生じ，其開閉するのが観

察された。河北潟を日本海より距っさ?砂丘の一部が崩落し， 10数戸の家が湖中に陥り，死2才

教名を生じた。との地震に地形饗動を伴ひしゃ否ーや，明確なる記載は見出されたいが，或1る

記録に“演手震後二三日堕千有之，二三日にて如常"とあるを見れば，地震と同時に幾分陸

地が隆起し，つl汗で奮rt復しlたのかも知れぬび飴震注8月比至つでも倫終熔しなかった。

被害は浅野Jnと犀川に狭まれた地域に於て最も甚Lく，野田山卯辰筋は特に被害が著しかっ
た占金津lて於ける被害は，誠司〉石垣破損28箇所，城下の潰家2Q，破損家4169，土販の崩壊並句

に破損992，また能美・石川・河北の3郡に於て，全潰964，宇潰1003を生じた。苑者は杢

睦?で15名であった。との地震に際して宮越浦(現在の金石)に津浪が襲来したと記した書物

もあるが，共の虚説法るととは先年筆者の指摘した湿りである。(岳)

金津市の東部より北京に連亘せる丘陵があり(其の北西末端金津市に臨む部分を卯辰山と

云ふ)，共の日本海岸に商する部分は念に断ち切られて居る。とれば辻村博士によって卯辰山

断層崖と名づけられたもので，日本海岸に併行し河北潟の東方まで約10徐kmに亘り延長せ

る断層崖である。寛政の金津地震なとの断層崖に沼ふてを委し?との断層崖の形成を見た地殻

運動に関聯し.た活動fCs1苦悶するものと考へられる。との地震に先立って卯辰山が屡々崩壊し

たとと，卯辰山断層l崖の北東延長線に営る池ク原村に 2図も地授が起ったとと，及び野岡山

卯反筋に特に被害が著しかったとと等ば上記の推定の裏書として幾分役立つであらう。(5)

併しまた日本海岸に沿ふて設けられたる水準線路再測の結果ば，金津附近に於て，故今村

博士の所謂N型。箆動を示して居る。(6)

(4)地震， Vol.-lO， No， 12， P.35.但し海上に多少の異肢を認ebたととは234賀らしい。信ずべき史料によ

ると，地震の暫〈前に“宮の越等の習譲渡立，けしからぬ事三度有之"とある。併しとれは海混と云ふ程の

ものではなかった。賞時調査のたあ祇遣された役人の報告書には滞混の被害などは査然記してない。

-(5)中村く慶三郎〉理事土によれば，断層線に沿ふ新しい活動は山崩，地とを起し易いミ昭和7年犬和竪上

村の地とも，江原博士によるl-，横尾臨層の活動と闘係がある去云ふ。(中村慶三郎:山崩， p.15) 

(6) A. Imamura: On the Seismic Acもivi句 of.Centtal" JaJ1an， JaP. Jour. A此r;Geoρ11・， VI， 

N o. 2， (1928). 

-4-



中央日本特に越前。加賀雨函に於ける古来の地震活動ーー武者金吉 3
0
 

この事寅は金津市に於で水準線路に交叉する 11取の~1!TJ奇の存在を暗示して居る.との事費

'をも{1Fせ考へる必要があるであらう，斯る活断賢が寅在するか，それとも註村博士が示教さ

れた如く 1つの crackであるlか，其の解決はy将来の研究に侠たねばならぬ。

(39) 寛政11年7月2日(1799班 2)金津地震，前述の地震の飴震の中の比較的著じいものであ

ったらう。

(40) 文化12年1月21日(1815直1)加賀小松地震，小松娩甚しく破損，山崩少たからずり

(41) 文政2年6月12日(1819瑠 2)伊勢菰野附近より裂したと推定せらる L地震，烈震直域は琵

琶湖東岸の低地と伊勢湾治岸であった。加賀大型寺ーでは震動は強かったが被害は伝かったゃ

うである。反って金津に於て潰;哀を生じた。

(42) 安政元年11月4日， 5日(185壬xn・23，24)京指道及やl'び南海道沖より 2日i韻けてを更した大

地震，越wなに於ては紹井戎内破損多く，披-Fiとて侍屋敷宇段・大破削除，侍以下4主演30，其

他牛皮，大j波多数，土蔵潰れ6，同大破蚊10，死者1，在万にて¥1，全i!i:112，共他宇潰・大破

多数，土寂潰れ5，拓者3，丸岡にては牛演・破損はあったが苑傍なし，加賀大型寺同i窃，ま

ーた加賀，江沼郡にて潰家並に苑傷若干を生じた。

(43) 安政5年2月初日(1858lV9)越前平野地震， 3時頃褒震，丸岡・金津迭に於て篠害最も甚

lしく，丸岡城破損，潰家約200，土裁の破損約70，加賀大聖寺に於ても潰家 100を生じた。

との地震ο烈震区域は昭和23年昭井地震刀共れと大鰹等しいが，幅井の震害については何等

の記録もない.との地震は幅井地震Jて比して規模小さく，従って稲井の被害が比較的に軽か

った震かも知れぬ。

とり地震に先立つこと約2-時間，自Pち同日 1時頃飛弾北部に破壊的地震があり，潰家 711

夢路209を生じた。その時常願寺川上流の小鳶山爆を受，山隆飛散して跡を留めず，以前山の

ありし地は長径約4km短径約3kmの招鉢放の窪地となった。 (7) また白HI谷保木脇に於て

は山崩を生じた。I3Dち上記飛路・越前の爾地震は双子地震と云ふべきである。

飛弾高原川(紳5ID川上流部)の一部と其の支流跡浮:}ijに沿ふて N70
0Eの走向を有する!訴

麿が存在し，西は天生峠(あまふ)より大多和峠を経て常願寺川流域陀達し，共の延長は 60

ikmを超え，而してとの断唐崖及び断唐谷は甚しく古からざる時期に行ばれたものであると

云ふ。 (8) 安政5年の飛弾地震の被害は主としてとの断居谷に沿ふ狭長な地帯に生じたの
9 

(7) との爆裂は従来地震事者によって大山崩と考へられて居た合込麗1I昨寺(あし〈らじ)在住の立山神官佐

伯正範氏の睡験談民主れほ縮かに爆裂である(大塚専一:立山曝裂。詑事，地愚雑誌第2集第15巻になる)。

また地震の翌々日に観察に赴いた者の報告によると，附i庄一部地影ー鑓L，ニ箇所より煙を噴いて居たと

云ふ。但しとの記事では大鳶山が滑失しとたとになって居る。其の土地の人の云点、所であるから，との方

が1EL¥.・t;ミも知れぬ。

(8) 辻村太郎:断層地形開設 (1943)p.35.同:断層地形論考(1942)p.88. 

-5-
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であるのとのl~!jJ菅谷η-y.誌には爆を妻飛散した小鳶山があり，また'犬生峠の西南西には著しい.

被害を生じ且つ山溺ο起った白川谷保木脇が位して居る。筆者ばとの地震!士土記の断層を形

成じた地殻運勃と密接敢闘聯を有ずるものと考ベる。とり地震に際して奮闘暦に併行ずる地

震断層が生じたか否かは明かで・なパ733，古城郡河合村元田の山に大亀裂を生じ，土民が大に

恐怖したと云ふ事が知られて居る。とれ或は断層であったかも知れぬ。

上記つ断層線は越初勝山附近まで延すて居るにあらずやと想像される。試に白川谷保永脇

より西南西たとの断層線を延長じて見上。じかナれば白山を伎切り勝山附沼に達ナるであら

うo 而して勝山及び共0附近。大野段甚しく震寄を被り，城主は復奮費として甲は金 2000

爾，乙ば金1000雨の拝借を幕府に願ひ出たのである。断層線に沿ふて震央ょ，り遠く離れた

土地に震害を生ずるととは往々経験せられるJ!JTであって，例へば大iE12竿関東地震刀場合に

ほ北西~南東の断暦放に沿ぴ遠く長野焼下に被害を往じ(9)，昭手口 2 年丹後地震に於ては兜~;f寸

断持。延長漆土なる大阪平野に於て飛び離れて著しい損害を生じたが(10)，飛弾の地震の勝山

・大野1)震害もとの類であちう。

法ほとの地震によって加賀金津で、ほ挽の石垣敏提，抜Fの全潰・牛潰・破損合せて 114，

土戒の潰h及び守主演・九 15.，また河北潟ο時なる向粟ク崎Jて於て没家60を生じた。との地震

の震戎l士前記の湿り西南西~東北東の細長き地帯であるが，明くの如ぐ北方に烈震域を生じ

た理由J士，故今付博士によれば， ζの地震を設現せじめた力ぷ北Jjより働いたためであると

云ふ。(11)

以とは安政飛弾地震b概要であるが，との地震よ D約211寺間遅れて渡した越前地震は，被

害の分布より見札ば，昭日J23年。路井地震と同じく丸岡・金津附還が震源地なる，ぺく，若

し然りとナれば松岡3北方より大聖寺附近11:至る南北方向。剣岳断層崖下より渡したととに

なる。閉居主下よ D設した地震にほ，例へば安政元年(l~54) 6月 15日伊賀上野附近。大

地震，文政2ip(l819) 6月 12日の伊勢近江地震等ぷある。泊者の烈震域は共o附近に横た

はる東西iWfJ奇/主に併行ナる。(12)また後者は鈴鹿山脈束問。断層j宝下なる菰野附近が震央 eと推

定される。、

(仏) 明治 24年 10月 28日 (1891)濃尾，犬地震。根尾谷断層を生じたととは徐りにも有名で‘

ある。後平水準線路再測D結果，上記。断層J土日本海よ D伊勢湾に至るまで本ナ'1-1を横断せる

ととが明かどたったゐ (13)同 ζの地震に図る越前及び加賀の震寄はヨえの如し。越前にて震劫最

=---→山

( 9)イ手川琢治:地質現象の新f同事 (1920)，pp.180--18I. 
(10) Dit色o，pp.6.5G~662. 

(11) -AoImamura; Further No七eonthe Seism iJ ~<\cth甘y of the NOithet且 Parむ ofCentral 

Jaf沼町 Proc.Imp. Acad. 4， N 0.8， (HJ28)・
(12)辻村大郎、;日本地膨誌 (1929)}1).79 

-6  ..... 



中央日本特に越前・加賀雨図に於ける古来の地震活動一一武者金育 7 

も苦しかったのは大野郡温見(ぬくみ〉で金村 14戸の中3戸潰れ，他もみな多少の損害あ

れヨたは熊河山〈くまのとやま)の谷で、あった。山崩は大野，今立南部，邸ち九頭龍川及び

，足羽川主流の地に多く生じた。中にも荒島岳ο麓ピ生じた山崩はj填る大きかった。(101) (九頭

龍川流域に嘗て大山崩を生じたるととは前に記したが， "と6川の富名崩れ川は其の流域陀往

々犬山腐を生ずるために名を得たのであらうム〉越市jに於ける被害総計は，宛者 12~ 負傷者

105，全iJ1t1089，宇jJli-.1205，山崩 198，其他であった。また加賀にては杢佼 2.5， ζÞt員~ 80 

大型寺には被害があったが，金津は無事で、あった。(15)

(45) 明治 24伊 11月 15日 (1891)越前西部地震。海底より渡したと報告されている。其の

震域国を見ると昭和 23年昭井地震 s刀其れと殆ど等しい。

(46) 明治 33年3月 22日(1900)越前官青江地震。鯖江liiJにて家屋土裁の1fu波，石垣の崩壊，

道路堤防の破!表等あれ負傷者6人，丹生郡吉田村宇古田に於て震効最も扱く，学設1，納

屋大iJlt l を生じた。被害総計は全rl-~2.，宇渋10;破損壬88，土bj友杢i5t1 ，/司破損24，UI崩10 

(47) 大正5年5月 20日(1916)越前南保郡の地震。柏、顔。

(48) 大正7年8月 26日 (1918)加賀中部の地震。柏顔。

(49) 大正 15年 10月 20日 (1926)九頭龍JfI上流の地震。和額。

¥50) 昭和5年 10月:'17日 (1930)加賀大聖寺地震。天聖寺1111・吉!Ilt.f村・小松町F付近で煙突の

dヤ

破損，墓石の顛倒，屋壁の剥落等の被害があった。地割と崖崩は多く生じた。苑者1名。位 、

し其れは韓落した金庫の下敷になった小児であった。

(51) 昭如 11年 10月 20日 (1936)九頭龍川河口沖の地震。顕著，深設。

(52) 昭和 23年6月28.日 (1948)紹井地震。偶然hも知れぬが.安政元竿 (1854)の涌浴道

沖大地震に績いで同5年:(1858)の越前丸岡附近の地震が起り，昭和 21年 (1946)の南海

道沖大地震の後にとの地震を設したのは興味ある事寅である。

II. 中央日本に於ける地震設生系統

上記の越前及び加賀に方ぞける地震に'闘して， 自己の雨図ど深き閥系を有ナる隣接地域〈郎ち飛邸

・美濃・尾張)より後じた地震を加へ〆共等を整理して見ると，共等ο地震.の設現主也を大骨量失の5

ナ統J宅極めるととが出来るやう，である。併し明治以前の地震につρ ては推定によって震源地を決定‘

系る以外に遣がないし(震央の判定不可能なものは省略したけれども)，また近年の地震に闘しでも、

観測の精度が理想とナる腕より幾分距離があるであらうし，共他種々の事情払らとの仕事は，中々困

(18) A. Imamura; On the Seismic Aゅivityof Central .Tapan， .Tap .Jour.As七r.Geopb.， YI， No 2， 

(1928). 

(14)大蒜房吉;濃尾大地震の調査(第2回報告)，震・致寄報.N o. 32， (1900) 

(15) 中央象気台;明治廿四年地震報告 (HiOむ)，
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難である。従って将来修正を徐儀なくされるとととも起り得ると思ふが，併し非常に大なる謬り段、

あるまいと云ふ程度の自信はある。

5系統と云ふのは下記の通りである。

濃尾系越荷主D伊勢湾;L至る地帯

加賀のIJ~部分がとの中に合

まれる。

加賀系金津附近を中心と~，一方

1 

、、は加賀-fiE登園境附近よ D

日一本海岸に併行して延

長ナる地帯。

越中立山の南方より跡津川

及び小烏川の河谷を経て白

山を横ぎわ越前勝山附近

に至る地帯。延長万向は西

他Jivt小松町附近に至るま
で，

跡津川系

ーノ

2. 

3 

南西~来北東である。

径回J!I~弾川の流路た沿ふ。盆田川系4 

地帯。

越中庄川流域より飛車事白川

谷を終て，長良1.11.上流域に

白川!系5 
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同名の断層谷と共の延長線に沿ふ地帯，盆回JII系沈飛弾}!ID上流益田川の河谷より美濃中津川附近

比一砥長ナる阿寺断層谷と完杢に一致し注V¥7J5.，上記断層谷り北西部よ D飛弾JII.J)谷を包括ナる地帯

である。た玄白川系7Jみは地形上断層線の存在を明瞭には認め得ない。併し恐らく断層線だ潜在し

て居るのであらう。故今村博士辻白川谷と越中木枯附近に断層線を引かれたが， (16) とれよ恐らく

-8-、

(16) A Ima~ura: Di帥O.
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推定i己因るものと思ばれる。斯くの如く地震δ設現ナる地帯が!断層帯と一致して居るのは，地形を

法った断層運勃が現在に至るまで縫績して居るととを暗示ナるのであちら。川上記の5零歳の中，

濃尾，白川，谷田川り3系統?士大鰹に於て雁行的に自己列されて居るが，跡津川系はほど其等:1:直交

ナる方向をとり，また加賀系は日本海岸に併行ナる。

以上の各系統より設した地震並に山崩等を系統別に配列したのが弐の去である。との表を見る

わ何人も気付カ亙れるであらう如くに，濃尾J系には有史時代に於て 3回の活動期があったと去が看取

される。第1活動期は史料が乏しいため明確でないが，大韓第8世紀頃，第2活動期はm16世紀
末~第18世紀中葉，また第3活動期比第19世紀初期以後である。第1活動期には僅かに天平17年

(745)美濃大地震が記録されて居るのみであるが，故今村博士によれば， 684~887 は日本杢憶の

地震活動期に相蛍し，本邦の各地より相ついで、大地震を竣し (18) 宮士火山帯の諸火山並に九州、iの

τ日|加資系 Nt!-tit }I¥ *同日IJr¥系|白川系|白山噴火
745 

1622( 8)' I 
1639 
1640 
1648 

1659 
1684(8) 

1691 
1692 
1700 
1711くS)
1712発
1715 
1721(8) 
1722(8) 1722 

1726発 1726*

17~5 

1234 

1689先

1700先 1700穂、

1725 

1738発
1743発

1750発
1752 1752発
1759 

(17，)'辻村太郎;日本地形誌"P.75.

762 

， 、
時86

853 ? 
859 ? 
1177 
1239 
1547 
1554-1556 
1579 

1599 

1659 

(18) A. Imamura ;・OnPp.s七Seismic A叫ivitiesin .Japan， Jap. .Jour.A目白.Geoρh.，XV，No.3， (1938)・

- 9ー
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1761* 

1177665 8特

1772(S) 17721 
1773発

1782 
1786 
1790 
1m  1799 
1815 

i回3 ， 1827 
1848 

1854 

1858 18!ヨB
1861 

1885 
1887 
1889 1889発
1891 1891 

118899241188992 4 

1898 1898 
1899 

119900061199000 6 
1906 1906 
1907 

1912 1912 1199 121912 
13. 1913 

1914 
1915 
1916 1916 

1918 t 

1920 
1925 
1926 

1927 

1934 
1935 

1199336 9 

1凶8

註:太字大地震， (8) 地鳴， 泊山嵐，地と，陸地隆起。

濃尾来の中アジ夕、、四ラインを施したるものは越前又び大翠寺附Q[， アシ夕、、同ラインなまものは濃尾

地方より援した地震，鳴動，並に山崩。

飛揮の地震の中にて震央を剣定しがたまため省略したものが少〈なL、。

諸火山も大活動を演じた時期であるから濃尾系もまた旺に活動したのであらう。史料が乏しく詳

細を知 D 得ないのは誠に遺憾である。14'~ 2活動期に於ては大なる被害を生じた地震ば寛永 17隼

(1640)の其れのみで、あるが，越前及び濃尾地;方よ D屡々地震，鳴動並に山崩れが起った。また第

3活動期に於ては明治 24年 (1891)の濃尾大地震が起り，共他越f諸より 2回，大垣附氾より 1回

の破襲的地震を渡した。而して明治 24年濃尾地震.の前後に於ては，との系統の地震活動は主とし

て濃尾地方に於て行はれ，共の方}百の活動が次第に表へるに従ひ活動。中心は北西lζ移 !J，越前並

-10 -. 
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F 

加賀市西部上り致問。著しき地震を渡し，共の中にほ昭和5年刀大型寺地震つ如く多少破壊的のも

のもあったお，途に昭和 23年比至り稲井地震力稜現を見た6故今村博士ぽ古来本邦には.3回の地

震活効期があり，印ち(I)684--887; (II) 1586，....，..，1707， (阻)1847'"が共れに相営ずるととを指、

摘された。 (9) 濃尾系の3図。活動期なほど土記の活動期と一致ナるo ベー

ラえに加賀系。活苦欣況を見る";:<:，天平 17年 (745)の美濃大地震、亡者1ハで文暦元年(1234)の加

賀地震日おり，濃尾系と加賀系とが交互に活現1ナる如く見えるが，とれば史料も少なく，且つ雨訴

の肝隔も徐りにt大であるから除外ナるとしても，史料の相営、豊富にたった第 17世紀以後!C就て見

るに，矢張同誌の傾向が見られる。 ~pち濃尾系第 2 活動却の宇ば頃より活動の徴候を示し始め，濃

尾系が静隠期:て入るや俄然共tLに代って活主主旺盛とな!J，卯辰山に屡々山崩を生じ，卯辰山断層崖

の延良線上に位する池ク原付には 2回7)地とが起り，高松潟沼地変がおり，のみならず金津附近よ

り数回?)alE震弱震を獲し，途:己寛政 11年 (1799)の金潔地震が辺り，共後す〈沼lごとの系統ο活効

付録i部足跡じた。然るに共九と同;r寺に濃尾系第3回活動期1が始まった。印ちた位:己万全て濃尾系と加.

賀系と:土交互に活訪すると云つでも過言で{会なさ相でおる。

jl~5阜、j'C於ける跡、津川白川及び、盆田川の 3 系統θ活劾に閲しては史料が甚だ乏しいのみならず，

震央を判定しがたいものが少なからずあるため最も不確寅であるが，濃尾系の活効期fC隠し恰も共

れに呼応ずる如く~弾方面の系統より各 1 図。大地震を渡したことは事責である。 ~pち濃尾系第 1

活動明には天平賀字6"'~(763)の大t也震)~恐らくは益田川系よlJ ，第2活動!目には天正13年(1.586)

の大地震い白川系より， また第 3 活効期には跡津川系より安政 5.5:~，く1858) の大地震(2()) を渡した。
格

上記。 5系統σ司:1，古来大規模地震を;設現したものは，筆者の推定にして謬りなくんぽー濃尾，

E 白川，跡津川，及び盆田川!CD諸系でおって，加賀系上り設する破5史的地震な上記4系統よ D設現ナ

る地震;て比べて透か!と劣勢で、ある。恐J己く将*加賀系より起るべき地震についても同保でおらう。

皿.結び

本文:て:於て筆者は先づ越杭・加賀雨図より渡した地震及び震源地は他。地方にあるが上記爾図に

被害を生じた地震iCついて記述し，次1ハで上記雨図並びに隣接地域より渡した地震を共等。設現地

献に従って 5系統児分類し，最後に各系統の活動にLつい;て些か愚見を披涯した。

昭和 23年3腐井地震:Cm乱じでは，一切之に鰯f'しることを故℃しなかったが，移りに臨んでた

'だ一言ずれば，本文の議主ぎが鼠-Jて了解せられたであらう如く，筆容はとの地震J土濃尾系の1つの活

動でおり，明治 24年濃忌大地震刀最も民き怠味に於げる徐震つ1つである，徐震と都ナるととが

億蛍を繰くとナれば績震であると云ふ見解を抱く者である。而じ亡前にも記した如く腕;て約 20年
， 

前より濃尾系の活動中心は越前に移れと 0地震Zコ前駆とも云ふべき数回。地震を設し，恰も自然

(19) A. Immnura; On .Paり Seisll~iヨ Activiιeヨ in Japan， .Jap. Jou1'. As七r.Geoph.， XV， no. 3， 1938・

.... (20) この地震に闘しては脚註 (2) ~照.

-11一一
/ 

/' 

，. 
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も験 震 時 報

はとの頃より践に吾人に到して饗告を渡して居たかの如き翻がある c

本交を草ナるに営り故今村明恒博士及び辻村太郎博士の著書並に論文，並に雨先生より親しく敬

示せられた腕に負ふ賄が甚だ多い。愛に筆を捌くに蛍り上記爾先生に深甚なる感謝を俸げる決第で¥

ある。〈昭和 23年 10月〉

ウイ{ヘルト式地震計の常数聞の関係

本 正
問
叫
世

F
I
t
 

作発

1.1 まえおき.

ウイーヘルト式水平勤地震計の国有週j引を加減ずる11寺アルミニクム・レパーを支える板パネとス

ラスト・アームとの距離を調節ナるが，とれに伴って制振度や摩擦値がどのように獲るはずか調べ

て見た結果を報告ナる。との文を讃まれる前に昭子日7i~の測候時報 3 巻 34 号く426-432) 所載り鷺

坂清信氏の論文「グイーlヘノレト式地震計の週期の調整についてJを一議される'と参考になるo

1.2方一程 式.

ど， (1)を参照して，

、

発松代地震観測所

闘に沿いてM は質量M なる重錘，Rは板パネ，Qは十字パネ，

、Dは空気制振器，Cはチョウチンポネである。 Qの廻りの系の憤

性能率を/，制振器の振訪子の質量を m，吊糸d長さを tとナる。

板パネ，十字パネ及びチヨワチンパネの単位屈曲角によって生ず

る力のモーメントをそれぞれ kR，kQ 及て~. kc，各々の屈曲角を

伊，0;及び?とナる。その他 α，b， c， s，.h等の長さは闘にある

ようなものとする。

hO=s伊， b伊=c'l" (1 ) 

と言う関係がある。各部の復元力 F を重鍾ο重心陀引きな本~1" ' 

伊 h.. 
Fn.=kR一一==kR': .0， 

s s'" 

( 2 ) 

FG=MgO， 

ーFQthQJL， 
F 一 mga，φ ~， =m~h(~V{}.D 一一ー ~X 一一、=一一 -1 一一 J tI. 


